
 

 

 

 

 

 

 

 

三つの夢 

場長 兵 藤  則 行  

本年４月１日付けで場

長を拝命しました。よろ

しくお願いいたします。 

新潟県入庁以来、内水

面水産試験場で長く勤務

する中で、三つの夢が膨

らんできました。 

錦鯉が世界の隅々まで広がり、世界中の人々の心

を癒やしていくこと。新潟の美しい河川や湖沼に、

在来の魚たちが豊かに、そして健全に生息し続ける

こと。内水面の水産によって中山間地域が活性化し

ていくこと。これら三つの夢です。 

「魚の泳ぐ姿を鑑賞することが、人の心に安らぎ

を与える」と、心理学の実験から明らかにされてい

ます。特に、様々な色彩をもち優雅に泳ぐ錦鯉は、

他の観賞魚の追随を許さないでしょう。ひとつの池

で様々な色彩の鯉たちが仲良く泳ぐ姿は、まさに平

和の象徴であり、日本の「和の心」の表現形と言っ

てもよいかもしれません。 

 錦鯉の元であるマゴイ（黒いコイ）はアジアの一

部の地域にのみ分布していたのですが、人によって

各地に運ばれ、紀元前には、すでにヨーロッパでも

飼育されるようになったそうです。変わった色の鯉

もあちこちで生まれたことでしょう（漢の文献に記

載あり）。しかし、変わった色の鯉から、これほど

までに洗練され、多様で美しい「錦鯉」を作り上げ

たのは、本県の先人たちであり、本年５月５日に「県

の鑑賞魚」に指定された錦鯉は、新潟県の誇るべき

奇跡的な生物です。 

 そして今では、30ヵ国以上に輸出されるようにな

りました。しかし、まだまだ一部の人にしか知られ

ていません。もっと、もっと、世界中の、多くの人々

に、楽しんでいただきたいものです。 

 また、新潟県は多くの河川や湖沼に恵まれ、豊か

な魚類などを育んできました。私が入庁した30数年

前でも豊富な資源を実感できましたが、さらに一昔

前の漁獲実態について古老から拝聴し、驚いたこと

があります。現在は、河川環境悪化、カワウ・外来

魚の増加、冷水病等の発生等課題も多く、昔ほど豊

かとは言えないかもしれませんが、本県の潜在力は

まだまだ高いと信じています。自然環境の良し悪し

の指標ともいえる魚たちが、今より少しでも増え、

多くの県民がその恵みを享受できるようにしたいと

考えています。 

 内水面の水産業は海面から比べると規模は小さい

のですが、個性豊かな食材の提供、遊漁等が観光と

結びつき、地域を活性化させていく可能性をもって

います。長野県では、釣りで観光振興を図る「釣ー

リズム信州推進事業」を開始したようです。また全

国の内水面遊漁の年間支出額を1,152億円とした試

算もあるようです。新潟県には特色のある内水面漁

場がたくさんあります。そして魚沼美雪ますをはじ

め、良質のマス類の供給体制もあります。これらの

素材をさらに充実させることが、地域の活性化に役

立つものと信じています。 

 多くの皆様の協力を得ながら、これらの夢の実現

に向かって、少しでも前に進んでいきたいと考えて

います。  

 

新潟県内水面水産試験場 
 〒940-1137 長岡市大川原町 2650 番地 
 TEL 0258-22-2101(代) FAX 0258-22-3398 
 E-mail : ngt068150@pref.niigata.lg.jp 

魚沼支場 
 〒946-0036 魚沼市岡新田 29-1 
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試験配布開始以降の黄白について 
養殖課 研究員 星 野 勧 宏 

本年５月５日に、５番目のシンボルとして錦鯉が

「県の鑑賞魚」に指定されました。本県の錦鯉生産

者の経営体数は全国一であり、その品質の高さから

世界トップクラスの生産地です。主要な生産地であ

る、長岡市旧山古志村、小千谷市東山地区を中心と

した地域は江戸時代後期に古志郡二十村郷と呼ばれ、

錦鯉発祥の地であると言われています。 

内水面水産試験場では新品種として「黄白」を平

成 26年に発表しました。黄白は今から二十年以上前、

平成９年に、白地に黄色斑紋の鯉ができたことから

開発が始まります。初めは黄色い模様があるだけの

雑鯉のような状態でしたが、その後、十数年交配を

繰り返し改良を加えたことにより、安定して質の良

い鯉ができるようになりました。そこで、本試験場

では普及性や親魚利用の可能性を調べるため、平成

26 年度から県内の錦鯉養殖業者の方へ試験配布を

行っています。 

試験配布初年度は 24 経営体の養殖業者の方へ計

123 万粒の受精卵を配布、平成 27～29 年度は延べ 39

経営体に計 104 万尾の仔魚を配布しました。秋の池

上げ時にアンケートで形付率を教えてもらいますが、

その平均値が最も高かった年は 27年の 1.7％で、最

も低かった年は 26年と 28 年の 0.6％という結果と

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 養殖業者の生産した黄白 

 

形付とは体表面に色調は淡くも、斑紋のあることと

言われていますが、昭和 57 年時点の資料でも「紅白」

の形付率が６％程度あることから、黄白の形付率が

良くないことがわかります。この低さは改良しなけ

ればいけない課題の１つで、いろいろな組合せを試

し、より多くの形付魚が生まれる組合せを探してい

るところです。今までの黄白はドイツ鯉でしたが、

最近は和鯉の黄白もできはじめ、形付率の向上が図

れるのではと期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ ドイツ鯉の黄白（上）と和鯉の黄白（下） 

 

また、配布した鯉の中には少ないながらきれいな

鯉も生産されており、平成 27年には全日本錦鯉総合

品評会 20部変わり鯉の部で優勝次席、平成 28 年に

は同品評会の 50 部変わり鯉の部準優勝を受賞して

います。50 部、準優勝した黄白はオークションで 100

万円以上の値段がつき、黄白が認知され、需要があ

ると感じました。今後は黄白の更なる優良化、病気

に強い黄白、墨の入った黄白（黄三色や黄昭和等）

など世界に向けて勢いよく泳ぎ出せる「黄白」がで

きるよう努めたいと思います。 
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ニシキゴイの海外輸出と衛生管理 

病理環境課長 佐藤 将  

江戸時代後期（1800 年頃）に新潟県中越地方の山

間地で生まれたニシキゴイも、今やクールジャパン

の象徴として世界中に輸出され、品評会鑑賞や購入

のため、多くの外国人愛好家やバイヤーが新潟県を

訪れています。 

 輸出時に必要な書類として、内水面水産試験場で

は「衛生証明書」を発行していますが、その発行件

数は年々増加し、相手国は 30か国以上、年間発行件

数も 500 件以上となっています（図１）。衛生証明書

発行件数トップ５（H28）は、ドイツ(84 件)・アメ

リカ(82)・イギリス(53)・オランダ(53)・タイ(52)

と欧米が上位ですが、近年はアジア諸国の伸びが著

しいです。 

 

図１ 衛生証明書発行件数と輸出国数 

 

また、財務省貿易統計からも輸出量・金額が増加

していることがわかります（図２）。新潟県の出荷額

について、正確な数値は不明ですが、聞き取り調査

などから 18 億円程度はあるものと推察しています。 

 

 

図２ キンギョを除く観賞魚の輸出動向※ 

※貿易統計：ほぼニシキゴイの数値と推察 

県の鑑賞魚に指定されたことですし、県民はじめ日

本国内でもさらなる認知が高まればと思います。 

衛生証明書とは、国際的なルールまたは相手国と

の二国間協議に基づき、輸出するニシキゴイの生産

管理や相手国が求める輸入防疫対象疾病の検査情報

等を記載し、発行するものです。この衛生証明書を

発行してもらうには、養殖業者は厳格な衛生管理を

実施する必要があり、以下の条件が課され、国への

登録が必要です。 

①防疫対象疾病（基本的にはコイヘルペスウイル

ス病：KHVD、コイ春ウイルス血症：SVC）につい

て、年２回検査を２年間以上、毎年実施する。 

②地下水や水道水など病原体に汚染されていない

用水を使用する。 

③養殖施設（野池・越冬ハウス）は、外部から人

や野生動物に侵入されないようにする（野池：

防鳥網の設置・越冬ハウス：施錠）。 

④外部からニシキゴイを導入する場合は、同様に

管理を実施した登録業者からのみとする。 

これらの対応により、理論的には病原体の汚染が

なく、安全なニシキゴイを生産・輸出することがで

きますが、衛生管理を徹底するため、養殖管理マニ

ュアルの策定や飼育管理日誌の記録を指導していま

す。マニュアルや記録は、工業製品や食品産業では

当たり前かと思いますが、近年、農業の GAP や肉牛

の耳票など農業分野においても、生産工程の点検管

理と記録の考え方が広まっています。 

 点検・記録により、自己の作業を振り返り、作業

の効率化が図られるばかりか、出荷先（消費者・相

手国）に対して、安全性のアピールができ、生産物

への信頼性が高まります。 

 先日のニュースでは、東京オリンピックの選手村

に提供する農産物は、国際的な GAP 認証を得る必要

があると伝えていました。様々な疾病リスクにさら

されている昨今、輸出するニシキゴイはもちろん、

他の養殖業やふ化場等であっても、こうした取組は

必要です。できるところ（例えば整理整頓）から始

めてみましょう。 
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遅れている？近年のアユの産卵期 

資源課 主任研究員 岡地 恵介  

近年、全国各地でアユの遡上や産卵の遅れが報告

される中、県内においても、漁業関係者から産卵期

が遅れているのではないかとの声が聞かれます。新

潟県では 10 月１～７日までを秋季のアユの禁漁期

間としていますが、この禁漁措置が実際のアユの産

卵盛期と合致していない可能性が懸念されます。  

当場では、近年の新潟県におけるアユの再生産状

況を把握するため、秋の産卵盛期と翌春遡上した天

然稚アユの生まれた日について、平成 27年から調査

をしています。 

１ 調査内容 

 産卵盛期を調べるために、秋季に産卵され卵から

ふ化してすぐに降海していく仔魚量の調査（図１）

と、加えて、魚類の代表的な年齢形質として耳石が

ありますが、春季に遡上魚を採捕し、生まれてから

１日１輪ずつ刻まれる耳石の日周輪を数えることで、

前年秋のいつ頃にふ化したかを調べました（図２）。 

 

図１ アユの産着卵（左）とふ化仔魚（右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ アユの耳石日周輪 

 

ふ化後に降海し、海洋生活で生き残って翌春に川

に遡上してくるアユがその年の資源となるので、遡

上アユがいつ産卵されたのかを特定し、その産卵期

を保護することがアユ資源の増大に重要なこととな

ってきます。 

２ 結果の概要 

 図３に糸魚川市能生川の H27 年秋季の降海尾数

（降海した日＝ふ化日）と H28 年春季の遡上魚の耳

石から査定したふ化日及び産卵された日を示しまし

た。なお、産卵された日は H27 秋季の河川水温をも

とに、ふ化に要する積算水温を目安に、耳石から査

定したふ化日から遡って推定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ H27 年降海尾数と H28 年遡上魚の耳石から得

られたふ化日及び産卵された日（能生川） 

 

H27年秋季の降海尾数が最も多かったのが10月下

旬となっていましたが、翌春遡上魚の耳石から得ら

れたふ化日は 11 月上旬の個体が最も多くみられ、遡

上魚のふ化日は秋季の仔魚調査で得られた結果より

もピークが後にきていました。これは、仔魚は海水

温が 20℃以上であると生残に悪影響を及ぼすとの

報告（伊藤 他 1971、田畑・柄多 1979 など）があり、

早く海に下った仔魚が、海水温がまだ高いために斃

死してしまった可能性が考えられました。 

また、遡上魚が産卵された日については、10 月中

～下旬と推定され、遡上魚が産卵された盛期は、禁

漁期間（10 月１～７日）よりも後にきていました。 

 

３ おわりに 

 今回の調査では、禁漁期間よりも産卵期が後にき

ているという結果でしたが、まだ単年の結果なので、

環境等の影響により年変動することが考えられます。

今後も調査を継続してデータを蓄積し、産卵保護適

期の特定に努めていきます。 
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冷水病菌などの卵内感染防除のための「受精卵の吸水前消毒」 

魚沼支場 主任研究員 小林 健一郎 

冷水病菌などを防除する新しい卵消毒法が開発さ

れ、全国養鱒技術協議会による連絡試験で、有効性、

安全性が確認されたことから、受精卵の吸水前消毒

法を紹介します。                     

 

【冷水病などのリスクについて】 

近年の調査から、サケマス親魚が冷水病菌を保菌

している事例があることが明らかになっています。

親魚の保菌は、冷水病菌に限らず卵や精子への垂直

感染のリスクが懸念されます。                

仮に、サケマス類で冷水病が発生してしまった場

合、ニジマスに限ってのみスルフイソゾールナトリ

ウム（商品名：イスランソーダ）の使用が認められ

ていますが、サケ、ヤマメ、イワナなどに認められ

ている水産用医薬品は無いことから、現状では卵消

毒による感染の防止が求められています。                                           

 

【受精卵吸水前消毒法とは】 

これまでサケマス類の養魚場やふ化場では IHN 対

策として、吸水後（発眼卵）に消毒が行われてきま

した。しかしながら、冷水病菌などのように卵膜の

内側で生残できる病原体に対しては、防除できない

等、欠点が指摘されていました。                                        

吸水前消毒法は、媒精後吸水する前にヨード剤に

より消毒する方法です。通常とは異なる手順で消毒

を行うことで、冷水病菌などが卵内に侵入する前（吸

水前）に消毒して、卵内感染を防ぐことが可能にな

ります。  

この場合、ヨード剤は必ず等張液で希釈したもの

を用いることに留意して下さい。真水で希釈したヨ

ード剤を用いると、菌とヨード剤が同時に卵内に侵

入し、卵内感染が防げない（消毒できない）おそれ

があるので、注意が必要です。                                          

 また、卵を長時間等張液に浸すと発眼率が低下す

るため、一連の作業は手早く行う必要があります。    

詳しい手順は、内水面水産試験場のホームページに

て掲載しております。また、手順を記載した用紙を

配布しておりますので、必要な方はご連絡下さい。                              

【「魚沼美雪ます」での導入に向けた検討】 

 これまでのところ「魚沼美雪ます（ニジマス雌×

アメマス雄 全雌三倍体）」では、冷水病の発生事例

は確認されていません。しかしながら、受精卵の吸

水前消毒において、倍数化処理（温度処理）を伴う

場合の影響については未検討であったため、試験を

行いました。                        

 ニジマス１尾の未受精卵を、通常アメマス１尾の

精液と受精させました。受精後２群に分け、一方の

群は、吸水前に 0.9%生理食塩水で作製したヨード剤

で消毒（50ppm、15 分）し、吸水後に温度処理（26℃、

20 分）を行いました。残りの群は、通常どおり吸水・

温度処理後に消毒しました。 

 

図１ 受精卵の吸水前消毒試験概要 

 

その結果、吸水前消毒区の発眼率は 24.9%となり、

通常消毒区の発眼率 17.5%に比べ高い値が得られま

した。また、この値は、H28 年の平均値 21.1%に比べ

遜色ない値でした。 

 

図２ 受精卵の吸水前消毒試験結果 

 

以上のことから、倍数化処理を行った場合でも、

本消毒法による発眼率の低下は確認されず、その有

効性が確認されたものの、試験数が少ないことから

今後も追加試験を行い、より安全性の高い生産を目

指します。 

 

通常：

試験：

採卵 洗卵 媒精 消毒吸水
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温度処理 収容
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お知らせ ～水産用抗菌剤の購入時に「使用指導書」の提示が必要になります～ 

国際的に薬剤耐性＊菌対策が叫ばれる中、薬剤の適正使用を確実なものとしていくため、水産分野におい

ては「水産用抗菌剤使用指導書」の発行により、管理していくこととなりました。概要は以下のとおりです。

直近１年間の薬剤使用記録が必要になりますので、今から記録をきちんと残すようにお願いいたします。 

〇使用指導書発行機関…内水面水産試験場（または獣医師） 

〇発行申請に必要な書類…申請書のほか、直近１年間の薬剤使用記録（様式指定）が必要です。 

〇運用開始…平成 30 年１月１日（来年１月以降、抗菌剤購入には使用指導書が必要です。） 

〇その他…基本的に年１回の発行です。また、緊急的な購入の制度も整っています。 
＊薬剤耐性：同じ薬を繰り返し使うこと等により、病原菌がその薬に対する抵抗力を持つこと。 

 

巡回教室開催報告 

課題演目 「ニシキゴイ養殖における病害防除のための知見」 

 日時 平成 29 年３月２日 13 時 30 分～16時 

 場所 小千谷市総合福祉センター「サンラックおぢや」 

 講師  国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

増養殖研究所 魚病診断センター 

    魚病診断グループ長 湯 浅 啓 氏 

講演では、KHV（コイヘルペスウイルス病）の最新情報、SVC（コイ春ウイルス血症）の国内発生リスク、

レッドマウス病のコイへの影響などの説明がありました。病気の発生防止にはその特徴を知ることが重要で

あることから、養鯉業者の方は特に真剣に聞き入り、活発な質疑応答が行われました。 

翌日には、長岡市、小千谷市のニシキゴイ養殖施設３ヶ所を巡回し、指導していただきました。 

 

研修会報告 

「カワウ飛来調査研修会」 

日時 平成 29年５月 12日 10 時～12 時 

 場所 内水面水産試験場 

 講師  国立大学法人 長岡技術科学大学 技学研究院 

 生物機能工学専攻 野生動物管理工学研究室 

    准教授 山 本 麻 希 氏 

演目 「カワウ飛来調査の手法等について」 

  その他 講演終了後、信濃川の妙見堰付近にて、現地講習を実施    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釣りが好きで、海でも川でも転勤した場所に合わせて釣りをしてきました。 

今年は、イワナ、ヤマメ、アユ（今年は苦戦）が中心です。 

釣れる、釣れないで一喜一憂します。釣れない時は寂しく、家人いわく不機嫌になりま

す。釣りをしている時は、ただ単に釣りのことだけ考えて釣りをしています。 

ダイナミックな自然のある場所できれいな魚が釣れるととてもうれしくなります。釣って持ち帰った魚

は、たいてい食べマス。いつまでも良い釣り場が残っていってほしいものです。（Ｈ・Ｙ生） 

 水声魚語 
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